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PowerPointを起動するとスライドの背景の選択画⾯がでてくるので、ここから背景を選ぶ
※ 後で変更可能





タイトル欄をクリックし、「プリオン」 と⼊⼒







1．プリオン を選択 2. ⽂字のカラーパレットから⽂字⾊を選択



プルダウンメニューから⽂字サイズを選択



「上書き保存」をクリック
最初は、上書きするファイルが存在しないので、
ファイル名を聞いていく



１．「このPC」を選択
2. ファイル名をテキストフィールドに記⼊ 3. 保存 をクリック



ホーム画⾯に戻る。「新しいスライド」をクリックし、次の空スライドを作成



2枚⽬のスライドに次のように⼊⼒して、全体の⽬次を次のスライドのように作成



p.7-8の1枚⽬のスライドのタイトルの⽂字⾊や⽂字サイズを変更した
⽅法で、字の⾊やサイズを変更し、⾒やすいスライドにしよう



１．上書き保存をクリックして、作成できたところまでを保存
２. 「新しいスライド」をクリックして、３枚⽬の新規スライド

作成



prion.txtをメモ帳で開く



「解説」の部分を選択して、メニューバーの編集をクリック
プルダウンメニューのコピーを選択



1．ここをクリック
して、カーソルが
あることを確認

2. 貼り付けをクリックして、



1. 解説という⽂字を削除

2. “１．解説 ”と⼊⼒

3. ⽂字サイズや⾊を調整して、⾒やすくする



さっきよりは、⾒やすくなったけどダメなスライド



どこがダメなのか？

⾃分が聴衆として、この発表を聞いていることを想像

⽂字だけのスライド
どこに要点があるのかわかりにくい

⽂章だけでは全体の構造や関係がわかりにくい

情報を詰め込みすぎ

---à ⽂字の⾊や⼤きさを変えて、重要な語句をハイライト。短⽂や語を使う

---à図を使って、直感的に全体を理解しやすいようにする

---à 数枚のスライドに分割して、それぞれのスライドの情報量を減らす



⾒てわかる
⼈間は、視覚、嗅覚、聴覚、触覚、味覚といったいわゆる五感
の助けをかりてものごとを感じている。… この時、⼈間は五感のすべ
てを公平に扱っているだろうか？残念ながらそうではない。
… 「百聞は⼀⾒に如かず」「論より証拠」などの⾔葉が⽰すように、
視覚から得た情報に対して絶⼤な信頼がおかれている。…「イメージ
がわく」「イメージがつかめない」などのことばに⽰されるように、
視覚的な像が伴うと、はじめて本当にわかったという感覚がわいてく
るようである。

系統看護学講座 「情報科学」
中野、⽯井、中村、本多、⼭内 医学書院



段落ごとにスライドを分割
1. 第⼀段落を選択
2. コピーをクリック
3. 新しいスライドをクリック
4. 新規スライドにペースト



まだ⽂字が多い。図を使って直感的に理解させるようにする。



キーワードとなる⾔葉を同定し、それらの関係を理解する。
まず、出発点となる⾔葉から図にしていく



新規スライドを作成
タイトルを「解説」とする
⼊⼒ボックスを削除



図形から 楕円 を選択



スライド上でクリックとドラッグで楕円を作成
塗りつぶしの⾊を選択で緑⾊にする



円の中央をクリックし、カーソルが出たら⽂字⼊⼒
⽂字を選択して、⽂字サイズや⾊を変更



図形から⽮印を選択
円の 右端 をクリックし、そのまま右⽅向にドラッグして⽮印をひく
⽮印をクリックして選択（両端に〇がある状態）にする



選択されている⽮印の太さと⾊を変更



挿⼊タブをクリック
メニューのテキストの中のテキストボックスを選択
⽮印の下でクリック＆ドラッグし、⽂字⼊⼒ボックスを作成



テキストボックスに「ミスフォールド」と⼊⼒
⽂字の⾊やサイズを変えて⾒やすくする



図形から「爆発」を選択
⽮印の右横からクリック＆ドラッグで爆発図形を描き、⾊を⾚にする



⾊の変更は塗りつぶしのパレットから選択
爆発図形中央をクリックし、PrPSC 異常プリオン蛋⽩質と⼊⼒



⽮印、ミスフォールド、爆発図形を選択
配置のプルダウンメニューからグループ化を選択



グループ化された部分にアニメーション機能をもたせる
グループが選択されていることを確認した後、アニメーションタブをクリックし
次にアニメーションの追加をクリック



アニメーションタブをクリック
アニメーションの追加をクリックして出てくるメニューからランダムストライプを選択



緑の円を選択し、コピー
爆発図形の右上にペースト

コピー

ペースト



まず、コピーされた緑の円にランダムストライプをアニメーション効果として追加



次に円を選択したまま、再びアニメーションの追加を選択
「その他の終了効果」からランダムストライプを選択



グループ化した図形の中の爆発図形をクリック
グループ全体に加え、爆発図形も選択された状態であることを確認
コピーして、右上の緑の円の上にペースト



爆発図形にランダムストライプのアニメーション効果を追加
ここまでのアニメーションの設定を確認するため、スライドショータブをクリック



「現在のスライドから開始」をクリックしてアニメーションを確認



1. 爆発図形を、先ほどと同様にコピーして、図のように貼り付ける。
2. 貼り付けられた爆発図形を、Ｓｈｉｆｔキーをおしたままクリックして全て選択し、「配置」
からグループ化を⾏う。

3. グループ化された図形を選択して、アニメーションのランダムストライプ効果を加える。



ここでクリックして、 ここまでドラッグ



選択された範囲の図形が全選択される（Ｓｈｉｆｔキーを押しながらでもできるが、こちらの⽅が楽）
選択されている図形のどれか⼀つをクリックしたまま、左へドラッグして、全体を左に移動させる。





⽂字を⼊⼒する。
挿⼊タブをクリック。「テキストメニュー」の中の「テキストボックス」を選択



⽂字を挿⼊したい位置にカーソルを移動し、クリック。クリックしたままドラッグすると矩形の
テキストフィールドができる。
このフィールド内にテキストを次のように⼊⼒する。



⽂字サイズと⾊を変更する
字が⼤きくなりすぎて、改⾏されているので、テキストフィールドを選択して、右にドラッグして拡張



「図形の塗りつぶし」を選択し、カラーパレットから⽩を選択して、テキストフィールドの背景
⾊を変更（テキストフィールドが選択されていることに注意）



ホームタブをクリック。図形メニューから、⽮印を選択する。



⽮印をテキストフィールドから下⽅に描く
「図形の枠線」から、線の太さと線の⾊を変更



同様の処理を繰り返して、以下のスライドを作成



⽂字の中央揃えは、テキストフィールドを選択したうえで、「ホームタブ」から、「段落」メニュー
のここを選択。 左揃え、右揃えなどもここで選択可能。



「異常プリオンの増殖」と書かれたテキストフィールドを選択
「アニメーションタブ」 ー＞「アニメーションの追加」ー＞「ランダムストライプ」選択



その下の⽮印をクリックして選択
「アニメーションタブ」−＞「アニメーションの追加」−＞「ワイプ」を選択



⽮印が選択された状態で、「効果のオプション」−＞ 「上から」と選択
残りのテキストフィールドと⽮印に同じアニメーション効果を、上から順番に加える。
このスライドのアニメーションを「スライドショータブ」−＞「現在のスライドから」で確認



最初の⽂字だけのスライドに⽐べるとわかりやすくなっている



ここで説明した作図が正解ではない （正解はありません）
⾃分が聴衆であると想像して、どのように説明されたら理解しやすいかを考えながら作図

⽂字だけでなく、図も詰め込みすぎをしない⽅がよい
あえて作戦として、複雑な図をだすことはある
(I'm sorry for this busy slide, but …)

意味のないアニメーションは下品



説明しているところを、ポインタや指し棒で、指⽰しなが
ら話す
（１）聴衆にとって、スライドのどこが説明されているかがわかりやすい
（２）聴衆に勝⼿に考えさせずに、⾃分の考えたストーリーに沿って話を聞いてもらう

聴衆に顔を向けて話す
スライドの⽅を⾒ながら話す Ｘ
カンペを⾒ながら話す Ｘ



パワポ職⼈の技１

ｍｐ４をスライド上にドラッグ
するだけで、スライドの中に
動画を組み込むことができる



パワポ職⼈の技２



パワポ職の技３



パワポ職⼈の技
YouTubeなどで⾒ることができる
基本的な使い⽅の説明などもある

アドインや他のアプリが必要になる場合もある



点数 (4) 100-
90

(3) 89-80 (2) 79-70 (1) 69-60

達成⽬標 (3)に加え、ア
ニメーション
の設定ができ
る。

(2)に加え、図
（楕円、爆発
図形、⽮印）
を⼊⼒し、そ
の⾊の変更、
線の太さの変
更、塗りつぶ
しの⾊の設定
ができる。図
のコピペ、グ
ループ化が出
来る。図の上
に⽂字を⼊⼒
できる。

(1)に加え、テ
キストの⼊⼒
やコピペがで
きる。⽂字の、
そのフォント、
サイズ、⾊を
変更すること
ができる。テ
キストボック
スを挿⼊し、
テキストを⼊
⼒できる、

PowerPointで
新しいプレゼ
ンテーション
を作成し、保
存（名前をつ
けて保存、上
書き保存）で
きる。新しい
スライドの挿
⼊ができる。


